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第３章

　

イベントによる活性化の事例

１． 北海へそ祭り

　

北海道中央経緯度観測標，いわゆる中心標が富良野小学校庭にあり，１９７１年７月１３日富良野市指
定文化財第２号に指定されている． 中心標の起源は，１９０９～１９１９年頃京都大学教授， 山本－清工学

博士が星座， 緯度観測， 地球重力測定を実施した際， 測定機器を設置するため１Ｉｄのコンクリート

台と直径約１ｏｃｍの杭を打ち込み測定の起点にしたことに始まり，１９５６年竹内武夫氏が，北海道中央

経緯度観測標と命名し北海道文化財百選に応募し選定されている．１９５９年９月８日，北海道新聞企

画記事である北海道意外帳で北海道のへそであることが確認されたが， 建設省国土地理院地方測量

部の回答でも， 北海道北端のノシャップ岬は北緯４５度３０分， 南端の白神岬は北緯４１度３０分， 東

端のノサップ岬は東経１４５度１０分，西端の奥尻島は東経１３９度３分であることから，富良野市の北

緯４３度２４分，東経１４２度１６分は，ほぼ中心であることが立証された．富良野市郷土研究会が１９８７

年に実施したへそアンケート調査によると， スイス， オーストリア， アメリカ， ユーゴスラビア，
フランスの５か国に中心標が存在していることが判明している．

（庄１）日本の中心地は兵庫県西脇市に

あり，日本と北海道のへそ同志で１９７８年１０月２０日友好都市親善協定が締結され，姉妹都市として

教育， 文化， スポーツ， 行政の各分野に渡って交流と親善を深めている．

　

富良野市では， この中心を人体のへそにたとえ， 観光客の入り込もなく農産物も端境期に入る夏

の富良野に活気を与えたという試みから市民有志により北海へそ祭りが創案された． この祭りは，
１９６９年８月１５日が第１回目で以後毎年開催されている．

第１回目は，踊り手２９０人，観客数３，５００人の ・規模で，踊り手のうち図原踊りは僅か１１人でそ

れも頼み込んで踊ってもらったのが実情であった． 第６回には， 祭りを盛り上げようと青年会議所

のメンバー等１２０人が図原踊りに参加し， へそ神社と呼ばれる北真神社が建立された．
第１１回からは， 開催要領を作成し， 期日を７月２８日，２９日の２日間に指定し， この日を親と子の
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愛情の辞， 市民同志の辞を確認する日と定め， 市民ぐるみで実行委員会を組織して祭りを拡大して

いる． １９８１年の第１３回は， テレビドラマ「北の国から」のロケーションが行われ全国放送された影

響もあり，翌年の第１４回では観客数が５０，０００人に増加した．第１９回は，踊り手４，５００人，観客数

６５，０００人，１９８８年の第２０回は， ７月２８日が踊り手７５団体，３，６００人， そのうち図原踊り４８０人，

観客数５０，０００人，２９日が踊り手４４団体，２，１００人， そのうち図原踊り４００人，観客数３，５００人，２

日間で踊り手１１９団体，５，７００人， 観客数８５，０００人と過去最高を記録した．

　

北海道有数の夏祭に成長した背景として， 市民への浸透に加えて， 腹にユーモラスな絵を描いて

踊り歩くというユニークさが観光客誘致に結びついたこと， 協賛行事が増え規模が拡大されたこと，

今まで好天に恵まれ中止にならなか
‐っ

たことなどがあげられる．

　

この祭りの特徴は， イベント多発到来以前から他市町村にまねのできない中心地

　

という地理的

条件を活用し， 踊りという文化的特性を加えてこれにこだわり続けてきたところにある．

　

第２０回北海へそ祭りについて具体的に述べてみたい．

　

第２０回という節目は，第１に北海へそ祭り２０周年，西脇市との友好都市親善協定１０周年記念式

典を挙行すること， 第２に， わたしたちは北海道の中心標が立つ富良野の市民ですという市民憲章

に其づき， 踊りの理念を再確認し多くの市民の参集を求めること， 第３むこ観光客をも配慮し， 誰で

も楽しく参加できる祭りとすることなどを柱に実施された．

　

主催は， 富良野市と北海へそ祭り実行委員会であり， 実行委員会は， 事務局のほかに総務部， 記

念式典部，資金部，演出・企画部，宣伝部，祭事部， 放送部，特産市場， 交通警備部で組織されて

いる．実行委員会では，１９８７年１１月に第２０回北海へそ祭り策定委員会を設置して行事内容の検討

を依頼している． 策定委員会では， 資金計画， 動員計画， 宣伝計画， 行事施設計画， 協賛計画の６

部会を設置し， 詳細な調査研究の結果を実行委員長 （富良野市長） に答申している． 答申書では，

従来の催事や協賛行事に加え， 写真， 農産物， ワイン， 西脇の各フェアーの開催， 第２０回目を記念

しての式典と功労者顕彰の提唱， 踊り手の動員計画， 連合町内会や観光客用の衣装の購入など多数

の人が参加し係わり合いを持てるような祭りを追求すべきであることが提唱されている． 情報宣伝

については， 祭りへの参加， 意識の高揚， 誘客効果につながるように活用できる全ての情報媒体を

通して宣伝普及に努めるべきとし， 市民意識を盛り上げるために作製するシンボルマーク， サブテ

ーマ， テレホンカード， Ｔシャツ， カンパツチのデザイ ンなどは市民から募集すべきとしている．

　

第２０回北海へそ祭りのプログラムは， 次の通りである．

７月２４日

◎第１３回北海イカダ下りＩＮ空知川

　

１１：００

　

布部大橋スタート

７月２５日

◎北海タイムス花火大会

　

１９：４５

　

５条大橋河畔

７月２７日

◎ミスふらのコンテスト審査会

　

１８：３０

◎ビールパーティー

◎生バンド演奏

　

歌手貴津あきら出演

◎みこしが来るぞ

　

１８：３０～２０：００

　

３９人の女みこし

◎へそもちつき

　

１９：３０～２０：００

◎へそ民話

　

富良野高校漫研のアニメスライド

７月２８日

◎中心祭

　

１２：３０～

　

中心標公園

　

富良野市の発展と市民の健康を祈願

４４
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◎記念音楽パレード

　

１３：００～１３：３０

　

中心標公園～祭り広場 市内小学校が参加

◎祭り広場テープカットと開会式

　

１３：３０～１４：３０

　

祭り広場

　

記念式典と功労者表彰

◎流しソーメン

　

１４：３０～１５：１５

　

祭り広場

◎チビッ子ふれあい広場

　

１４：３０～１７：００

　

祭り広場

　

プール， ローラースケート， スケードボー

ドコーナー

◎市民パフォーマンス広場

　

１３：３０～１７：００

　

まつり広場

　

広場を市民に開放

◎第８回ふらのへそマラソン大会

　

１５：００～１７：３０

　

特設コース

◎石上久美子ＯＮステージ

　

１５：５０～１６：００

　

特設舞台

　

北海へそ音頭， 北海暴れん坊などを披露

◎ミスふらの披露

　

１６：００～

　

特設舞台

　

ミスふらの， ミスワイ ン， ミススキーの披露

◎カンパツチデザイン等の表彰

　

１６：２０～

　

特設舞台 募集作品の入賞者表彰

◎弥栄太鼓の演奏

　

１６：４０～１７：００

　

特設舞台 空知川流れ打ち他

◎写真展， 図腹絵展示コーナー

　

１３：３０～２１：００

　

祭り広場

　

第１回からの写真展， 小中学生の図

腹絵展示

◎特産品展示即売会

　

１３：３０～２１：００

　

東２条通り

　

木彫， 銘菓， 民芸品， 記念商品など

◎郵趣コーナー

　

１３：３０～２１：００

　

東２条通り

　

記念切手， 葉書などの展示即売

◎北真神社宵宮祭 １６：００～

　

北真神社

◎子供へそ踊り大会

　

１８：００～１８：３０

　

祭り広場

◎北海へそみこし

　

１８：３０～１９：００

　

祭り広場

　

北海へそみこし期成会

◎北海へそ踊りパレード

　

１８：３０～１９：００

◎北海へそ踊り大会

　

１９：００～２１：御

　

祭り広場

７月２９日

◎ラジコン大会

　

９：００～１５：００

　

祭り広場

　

電動カーラジコンレース大会

◎チビッ子ふれあい広場

　

１０：００～１７：００

　

祭り広場

◎北真神社例大祭

　

１０：００～１１：００

　

北真神社

◎市民パフォーマンス広場

　

１１：００～１７：００

　

祭り広場

◎へそ力綱引き大会

　

１２：３０～１６：００

　

祭り広場

　

１チーム総体重３９８ｋｇ以内， 女性１名以上

◎石上久美子オンステージ

　

１３：００～１３：３０

　

特設舞台

　

北海へそ音頭， 北海暴れん坊などを披露

◎弥栄太鼓の演奏

　

１３：３０～１４：００

　

特設舞台

◎ＮＴＴふれあいゲーム大会

　

１４：００～１５：００

　

特設舞台， 電話を話題にしたクイズゲーム

◎富良野高吹奏楽部演奏会

　

１４：００～１４：３０

　

祭り広場

◎女腕相撲大会

　

１５：００～１５：３０

　

祭り広場

◎マスコットと写真をとろう

　

１３：３０～１４：００

　

祭り広場

◎Ｄｊタイム

　

１５：００～１６：００

　

祭り広場

　

祭り行事紹介

◎特産品展示即売会

　

１０：００～２１：００

　

東２条通り

　

木彫， 銘菓， 民芸品， 記念商品など

◎郵趣コーナー

　

１０：００～２１：００

　

東２条通り

　

記念切手， 葉書などの展示即売

◎写真展， 図腹絵展示コーナー

　

１０：００～１７：００

　

祭り広場

◎北海へそ踊りパレード

　

１８：００～１９：００

◎ハラハラパフォーマンス

　

１９：００～２０：００ ・祭り広場

◎北海へそ踊り大会

　

１９：００～２１：００

　

祭り広場

　

実行委員会による反省・改善事項を要約すると， 次の通りである．
（１） 反省事項
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◎連合町内会単位の踊り参加者が増加した． 事業所の積極的な参加が目立ち， 子供の参加も増えた．

◎飛入り客用の図腹踊り衣装を３００組用意したが１００％活用された．

◎歌手石上久美子のへそ音頭熱唱が踊り手， 観客にも大好評であった．
◎お祭り広場が広くて子供たちが伸び伸び遊べた．
◎初登場の女性だけの北海みこしが祭りを盛り上げた．

（２） 改善事項

◎観光客誘致のため１か月前に道内旅行会社に売り込みを行ったが遅く， 半年前から働きかける必

　

要がある （宣伝部）．
◎ミスコンテストの在り方や選考方法などミスふらのコンテストの見直しを行う必要がある （演

　

出・企画部と施設部）．

◎北真神社の位置所在など宣伝不足である（祭事部）．
◎図腹を書ける人が不足しており， 将来敏速に対応するためには５０～６０名の養成が必要である（へ

　

そ踊り部）．
◎へそ音頭のカラオケテープができたので， へそ音頭のカラオ・ケ選手権を実施して入賞者にステー

　

ジで歌える資格を与えるべきである （放送部）．

　

実行委員会では， こうした意見を参考に次回以降のへそ祭りに反映させて北海道のイベントに育

てていくことにしている．

　

収支決算は表７の通・りである． 残高処分は， 残金２，４７７，３５１円のうち２，４００，０００円を北海道へそ

祭り振興基金に積み立し，７７，３５１円を第２１回北海へそ祭り会計へ繰越した．

　

第２０回北海へそ祭り記念品販売特別会計収支決算では，１９８８年７月１５日から１０月２８日の期間

で， 記念販売収入は１，４１４，５２０円である． その内訳は， テレホンカード （写真）８５０枚６５１，５２０円，

テ レホ ンカ ー ド （絵）３００枚２２４，０００円， Ｔ シャツ２１９枚３６９，４００円， カ ンパツチ４９４個６９，１００

円， うちわ・タオル３９０セット１００，５０００円である． 支出済額は， 記念品製造費として１，７８９，０００円

で，内訳は， テレフォンカード （写真） １，０００枚６２０，０００円テレフォンカード （絵）５００枚３３０，０００

円， Ｔシャツ５００枚６００，０００円， カンパツチ６００個６３，０００円， タオル１，０００枚９０，０００円， うちわ

１，０００枚８５，０００円， 送料１，０００円である．収入， 支出の差引不足額３７４，４８０円は， 第２０回北海へそ

祭り会計の仮払いにより調整し，在庫商品の販売により随時第２１回以降の会計に返済する．在庫商

品のうち， カンパツチ１０６個， うちわ・タオル６１０セットは、 観光宣伝に使用のため並びに観光協

会に提供することとし， テレフォンカード （写真）１５０枚， テレフォンカード （絵）２００枚２８０，０００

円， Ｔシャツ２８１枚５０５，８００円， 計７８５，８００円を今後の販売収入見込みとうると差引収益見込額は

４１１，３２０円となる．

２， ふらのワイン・ぶどう祭り

　

ふらのワイン・ぶどう祭りは，１９８７年にふらのワイン発売１０周年とその製造元である富良野市ぶ

どう果樹研究所設置１５周年を記念して第１回を開催し， 今後成長していくイベントの１つである．

趣旨は， 農業に観光を加えた基幹産業をより発展させていく一環として， 秋空の下で十勝岳連峰

を眺望しながら特産ふらのワインを飲み秋の味覚を存分に食べ， 市民と観光客の交流により富良野

の良さを広く知ってもらい， 特色ある観光行事として宣伝， 普及を図る． 加えて， 催事を通して連

体意識の高揚， 融和， 郷土愛を深めるとともに， この祭りを広く内外に紹介して富良野市の産業，

経済の発展に役立てることにある二

　

開催は毎年９月とし， 会場は富良野市清水山グリーンランドで

４６
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亀田

　

義彦・中根

　

正彦

あ る．

　　　　　　　　　　　　　　　

．

　

主催は， 富良野市とふらのワイン・ぶどう祭り実行委員会である． 実行委員会は， 各関係機関団

体， その他趣旨に協賛する団体等をもって構成，顧問のほかに会長１名，．副会長若干名，監事３名

を置き任期は３年とし， 役員改選， 収支予算並びに決算， その他議題について協議を行うが， 円滑

な運営を図るために運営委員会や部会， 事務局体制を組織する．

　

各部の業務内容については次のごとくである．

◎総務部

　

実行委員会局組織の編制並びに委嘱，実行委員会名簿の整理， 関係機関及び各団体との

　　　

連絡調整， 市内外への宣伝普及， 入場券の印刷及び販売， オープンセレモニー， 全体行事，

　　　

内容並びに各部会との連絡調整， 記録写真， 保健所との連絡調整， その他渉外， 全体収支

　　　

予算計画に関すること．

◎接待部

　

飲物， 食物の調達， 食物の加工， 来賓者の接待に関すること．

◎施設部

　

祭り会場の設営， 会場設営に係るテント， 椅子， 机等の借用に関すること．

◎交通部

　

来賓者（車）の駐車条案内と整理，臨時駐車場及び交通案内板の作成と設置，来賓者（歩

　　　

道利用） の案内， 整理， 連絡バス運行計画に関すること．

◎会場部

　

会場内及び通路の整理， 祭り会場境界の設営と警備， ゴミ処分計画に関すること．

◎アトラクション部

　

特設舞台， 会場内の放送及び音響， 舞台行事計画に関すること．

　

８８ふらのワイ ン・ぶどう祭りは， 第２回目で９月２４日，２５日の２日間連続開催である．２４日（土

曜日） は午後１２時から午後３時，２５日 （日曜日） は午前１１時から午後２時の実施で， オープンセ

レモニーとして， テープカット， 富良野市長の開会挨拶， ぶどう娘の役を勧めるミスワイン紹介の

後， 祭りが始まった． 飲物は， ふらのワインロゼ， ふらの牛乳， ぶどうジュースで飲み放題， 食物

は， 牛肉， ジャガイモ， カボチャ， トウモロコシの食べ放題のほか， ふらのチーズ， ワイン用ぶど

う， おにぎりの試食コーナーも設置された。 第１回との相違は， 牛肉串焼から牛肉バーベキューに

変更したこと， パンを中止して富良野米を使用したおにぎりを用意したことである． 特設舞台の演

出は， へそ踊りなど市民を中心に演出なるように計画されたほか， タレントの声帯模写などのショ

ーも繰り広げられた．

　

参加募集方法は， 市民と観光客を対象に新聞， パンフレットなどで宣伝し， 申込みは前売入場券

または予約受付である． 前売券取扱所は，市内１２か所と町内部落連合会長宅，当日券は，祭り会場‐

など市内４か所で販売した．

　

入場料金は， 前売券が大人２，５００円， 中高生２，０００円， 小人１，５００円． 当日券は各３００円増しで，

第●１回に比べ前売， 当日券ともに５００円値上がりしている．

　

入場者実績は， ９月２４日が１，０２３人で， 大人９８２人， 中高生８人， 小人３３人，２５日が１，７０１人

で， 大人１，４８８人， 中高生３１人， 小人１８２人であり， ２日間の総数は，２，７２４人で， 大人２，４７０人

　

（９０．７％）， 中高生３９人 （１．４％）， 小人２１５人 （７．９％） であった．

　

１９８８年１１月４日開催の実行委員会では， 反省， 改善事項が以下の内容で報告された．

　

反省事項

（１）集客について

　

◎市内外の宣伝不足で入場者数が予定人員より下回った．

　

◎旅行代理店に対する取り組は， 半年前に企画内容を決め， パンフレット等を作成し持参して売

　　

り込む必要がある．また手数料１０％は予算との関連があるが，将来的に考えると支払うことが

　　

熔
王ましい．

（２）雨天決行について

４８
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◎入場券に明示されていなかった． 雨天決行にも種々の状況があり， 万一に備えてあらかじめ対

　

応策を決めておく必要がある．

（３）飲み放題， 食べ放題について

　

◎牛肉， 農産物については， 市内の参加者， 旅行団体者からも評判は良かった． おにぎりの評判

　

は特に良かったが， 冷えすぎの声も聞かれた．

　

◎バーベキューは， 牛肉だけで野菜がないため， 野菜を入れて欲しいとの要望が多かった．

　

◎ふらの牛乳は， コップよりピンの方が良いとの意見があった．

（４）交通について

　

◎市内中心地からは無料連絡バスを随時運行させたことが好評であった．

　

◎市内遠隔地からの来場を考慮し， 急拠路線バス無料乗車券を発行したが， 当初から決めておく

　

べきであった．

（５）アトラクションについて

　

◎評判は良かった．
（６）その他

　

◎農産物引き渡し用の六角テントで特設舞台が隠れ， 参加者に不満の声があった． また， 配置人

　

数が多すぎてテント内が狭い．

　

◎お土産を買いにワインハウスに行く人が多く， その出入りは自由にできるので， 会場出入口で

　

チェックを行うべきである．

　

◎へそ祭り同様， 開催日時を定着させてはどうかの声がある．

　

改善事項

（１）前売券売捌所について

　

◎実行委員になっていただいた各連合会長宅を売捌所として依頼， 前回以上の売れ行きになって

　　

はいるものの各連合会長からの評判は決して良くなく再検討を要する． 市外での前売券発売に

　　

ついても調査検討が必要である。
（２）開催日時について

　

◎土曜日の参加者が少ない． 特に中高生， 小人が少ない． 市民が参加とやすい時間に改善すべき

　

である。

　

◎イベント時間は１１時３０分から１５時とし， 入場時間の制限は終了時の３０分前に行うべきであ

　　

る．

　

◎開催を１１時から１６時までの１日とし， 雨天の場合は次週延期にしてはどうか．

　

◎イベント日程は１年前に決定すべきである．

（３）交通について

　

◎祭り終了時間前後に帰る客が集中する． 終わる時間帯のみバスの借上げ台数を増やしてはどう

　　

　　　

（４）アトラクションについて

　

◎タレントの出演時間帯を検討する．
（５）会場について

　

◎六角テントは会場中央に設置したが， 両サイドに分けて２か所設置してはどうか．

　

◎第２受付からの入場者は少なく， 検討が必要である． 但し， トイレ， ワインハウス， 散策など

　　

の出入りがあるのでラ

　

型紙を渡すなどチェックのできる方法が必要である．

（６）農作物は， 農協との協力体制ができてきたので， 準備と責任を農協にまかせてはどうか．
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（７）実行委員各団体からの参加

◎内容， 規模が大きくなるにつれて人員不足はゆがめない． 全市的な祭りとして定着させていく

　

ためにも， 各団体からの参加を早くから要請していく必要がある．
（８）ふらのワイン・ぶどう祭り開催要網の制定

◎開催要網を決め， 役員， 実行委員， 予算等の充実を図る必要がある．

　

ふらのワイ ンｏぶどう祭りの会場としては， ワイン工場， ワインハウス． ぶどう園などがある清

水山が最適と考えられるが， 現在は清水山の一部である緑地広場の．みであり‘ 会場面積が狭いこと

に将来に向けての最大課題があると思われる． 富良野の自然と秋の味覚を満喫する特色があるイベ

ントとして定着させるため， 将来５，０００人以上を収容できる会場として清水山全体をイベント会場

にすることが考えられる．具体的内容として，イベント会場入口はワイン配送センター広場，アトラ

クション及び食べ放題と飲み放題はラベンダー下の緑地広場，郷土特産物即売場及び子供遊び広場

はワインハウス駐車場， 喫茶コーナー及び郷土料理試食コーナーはワインハウス， ワイン工場見学

及び新製品試飲会はワイン工場， 遅咲きラベンダー観賞会及びぶどう狩りはワイン工場農園， 会場

内は関係者以外車綱通行禁止， イベント会場入口から各会場までらは徒歩とするなど， イベントの

大型化を目指すためには会場の広域化， 内容の充実化を図る必要性があり， 今後の検討事項と思わ

れる．

収支決算は，表８のとおりで３８，９１６円の黒字会計である．予算構成の基本として，補助金，協賛金

の収入は準備費の支出に， 入場料金は実施費の支出に充当し， 利益追求ではなく内容の充実に重点

を置いている．予算では入場予定人数３，５００人を収入基礎としているが，実績人数は２，７２４人で決算

との収入金額差が生じており， 人員把握の難しさが指摘される．

　

ワイン事業が，市民の協力のもとで経営的に安定し，ワイン販売量の５０％以上が富良野で消費さ

れている実情から， 市民に対する謝恩の意味を持つところに， このイベントの意義があると考えら

れる．

３． ワールドカップ富良野大会

　

富良野スキー場は， 自然環境と観光が直結した代表的な資源であり．最大斜度３３度，平均斜度１８

度で初級から上級までレベルに合わせて滑走できるスキー場として注目されている．１９６０年国設北

の峰スキー場として区域指定され．１９６２年１０月商工会議所が中心となり第３セクター方式による

北の峰観光開発株式会社（１９７８年５月富良野観光株式会社に社名変更）が発足して一般スキー客や

イベントの誘致を目標としてリフトやロッジの建設などスキー場の開発を推進してきた．１９７２年国

土計画株式会社の資本となり．１９７６年１０月国設北の峰スキー場から国設富良野スキー場に名称変

更されている．１９８２年新スキー場１６４‐０９ｈａを増設し， 富良野ゴンドラ運行と同時に本格的なダウ

ンヒルコースが完成した． これには， スピースコースとザイラーコースがあり， 前者は国際スキー

連盟コース委員長フーベルト・スピース氏の設計で， いずれも自然を生かしたコースである．１９８６

年１２月北の峰ゴンドラ（６人乗り） と北の峰ターミナルが建設された． スキー客の代表的宿泊施設

としては，１９７４年１２月富良野プリンスホテル（客室数１１４室），１９８８年１２月新富良野プリンスホテ

ル（客室数４０７室）が開業している．北の峰ゴンドラコースは，標高９４０ｍで，北の峰ゴンドラ２，９５８

ｍ， 北の峰第１高速リフト （４人乗り）１，０５８ｍ 第４リフト１，１３６ｍ， 第５リフトＡ・Ｂ線７４０ｍ，

第６リフトＡ・Ｂ線７３２ｍ， 第７リフトＡ・Ｂ線１，０９ｏｍがあり， 第８リフト９２５ｍで富良野ゴン

ドラコースに連結されている． 富良野ゴンドラコースは， 標高１，２０９ｍで， 富良野ゴンドラ２，４１６

５０
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表８

　

’８８ふらのワインぶどう祭り収支決算書

収

　

入

　

済

　

舘

　　　

９， ７５３， ８００円
支

　

出

　

済

　

額

　　　

９， ７１４， ８８４円
差

　

引

　

残

　

高

　　　　　　　

３８， ９１６円

収

　

入

　

の

　

部

項

　　　　　　

目 予

　

算

　

額 決

　

算

　

額 増

　

減

　

額 内

　　　　　　　　　　　　　　　

訳

入

　　　

場

　　　

料 ８，９３０，０００ ６，８０５，８００ △

　　

２，１２４，２００ 前売券

　

当日券

補

　　　　

助

　　　　

金 ２，９００，０００ ２，９００，０００ ０
市補助金２，２００，０００、 振興公社５００，０００、
ぶどう果樹研究所 ２００，０００

雑

　　　　

収

　　　

入 ０ ４８，０００ ４８，０００ 御祝儀

合

　　　　　　

蟹 ｉＬ８３０，０００ ９，７５３，８００ △

　　

２，０７６，２００

支

　　　　　　　　　　　　　　　

出

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

の

　　　　　　　　　

‐

　　　　　　　

部

準

　　　　　　　　　　　　　　　　

備

　　　　　　　　　　

費

総

　　

務

　　

縄 １１０，０００ ２８７，３９８ １７７，３９８

送金手数料、旅費、賞金、タクシー代、
若人あきら食事代、保健所ＩＰ鯖手数料一
コピー代、報道‐添乗目入場者

印

　　　

刷

　　　

参篭 ２９５，０００ ２９４，９２０ △

　　　　　　

８０ パンフレット、 入場券

広

　　　

告

　　

料 １７５，０００ １７５，０００ ０ 逝新、タイムス、 日刊富良野

需

　　

要

　　

藷 ”２，０００ ９５，８５８ △

　　　

１６，１４２ テープ、 テーブルクロス、 のし袋、 ゴム印
洗面器、 花火、 オスパン液、コンロ修繕、
その他消耗品

謝

　　　

礼

　　　

金 孔一〇〇』〇〇 ９７Ｌ４４７ △

　　　

１２８，５５３

若人あさら、 民謡 へそ踊り、 島バンド、
ミスワイン、 婦人会、放送‐ＪＲ関係者、
車惰上

記

　　

念

　　

品 ７０，０００ ０ △

　　　

７０，０００

　　　　　　　　　　　　　　

．

会

　

甥

　

設

　

営

　

費 ２５０，０００ ２６８，８００ 亘８８００
仮設舞台、糟板、電気設備、 憶易トイレ
エースローフミ

鮪

　　　

品

　　　

費 ７５３，０００ ７２４０００ △

　　　

２９，０００ コンロ、 ワイン架台

予

　　　

備

　　　

費 ３５，０００ ０ △

　　　

３５，０００

小

　　　　

酎 ２，９００，０００ ２，８１７，４２３ △

　　　

８２，５７７

実

　　　　　　　　

施

　　　　　　　　　　

寵

ワ

　

イ

　　

ン

　

寵 ＬＧＩ０，０００ Ｌ２５２，０５〇 △

　　　

３５７，９５０ ワイン代

農産物‐チーズ蕗 ８５２，０００ ８８３，０２４ ３ｉ，０２′署 ジで靴モ‐ヌイローン、》ボ升、トズ、ぶどう

牛

　　　

肉

　　　

癖 ４０７５，０００ ３一６６，８４５ △

　　　

９０８一５５ 牛肉代

牛乳‐ジュース鈍 ４２６－００Ｏ ３８７，５００ △

　　　

３８，５００ と 乳・ジュース代

需

　　　

要

　　　

細 亘８ＬＯＱＯ ４５６，９０７ ２７５，９０７
割りばし、コップ、 受皿、 その他消耗品

扉亘接待 第２接待

腕

　　　　　　

金 ５３４，０００ ４６５，０７５ △

　　　

６８，９２５ 臨時賃金、第ｉ接待、第２接待

会

　　　

場

　　　

藷 ３組，ＱＯＱ ２８６，０６０ △

　　　

２７，９弧

ポリバック、ステン火バサミ、 軍手、 ゴム
手袋、 生ゴミ収拾姿髭、 ゴミ収拾人夫語、
標識ロープ鎧上、弁当代

総

　　　

務

　　　

費 ２５０，０００ ０ △

　　　

２５０，０００

予

　　　

備

　　　

費 ＧＢ８，０００ ０ △

　　　

６８８，０００

小

　　　　

言『 ８，９３０，０００ ６，８９７４６１ △

　　

２，０３２，５３９

合

　　　　　　

爵 ＝，８３〇』〇〇 ９，７１４８８４ △

　　

２一且５，賎６

（出所：ふらのワインぶどう祭り実行委員会資料）
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ｍ， 富良野ダウンヒル第１高速リフト（４人乗りフード付）１，９４９ｍ， ダウンヒル第２ロマンリフト

６１０ｍ，ダウンヒル第３リフト５７１ｍが設置されている．現在，富良野スキー場は，国際スキー連盟

（ＦＩＳ） 及び全日本スキー連盟公認による滑降， 回転， 大回転の公式競技コースを持っている．
山岳スキー場からスキー競技場として着目されたのは，１９４５年以降であり，１９５２年全日本スキー選

手権アルペン大会開催，１９５３年国民体育大会アルペン種目開催，１９７５年２月第３０回国民体育大会

冬季大会スキー競技会が開催されてきたが， 国内外への知名度と評価の高揚をもたらしたのは， Ｆ

ＩＳワールドカップ富良野大会であろう． ワールドカップは， スキーの他にラグビーやサッカーな

どが代表的な例としてあげられるが， ラグビー， サッカーのワールドカップは， ４年に一度， 各地

区の代表チームによってチャンピオンシップを争うのに対して， スキーは， 毎年いくつかの会場を

転戦しながら複数のレースを戦っていく，という特徴がある． スキーワールドカップは， 国際スキー

連盟が主催する中で最もレベルの高い競技である． スキーワールドカップが初めて開催されたのは

１９６７年１月であるが， フランスの新聞記者セルジュ・ラング氏がシーズンを通したシリーズ戦を組

織してトップレーサーにより多くの戦う場を提供すると共に， 本当に実力のある選手がチャンピオ

ンとなることを願ってＦＩＳに働きかけ創設されており，現在ではアルペンレースもダウンヒル（滑

降）， スーパーＧ （スーパー大回転）， スローラム （回転） の４競技に細分化され， 冬季スポーツ最

大のイベントに成長している．日本で初めて開催されたのは１９７３年で，以後隔年開催となり，１９８５

年から１９８７年は連続で実施されている．開催場所は，１９７５年が苗場スキー場，それ以降は富良野ス

キー場で，１９７７年，１９７９年，１９８１年，１９８３年，１９８５年，１９８６年，１９８７年，１９８９年と過去８回富良

野大会を開催している． さらに１９９１年には， ワールドカップ富良野大会（女子の滑降， スーパー大

回転の２種目）が決定している． 日程は１９９１年２月２３日，２４日の両日で， 一週間後の３月４日， ５

日は， ユニバーシアード冬季大会の男女滑降が行われる．

　

’８９ＦＩＳワールドカップ富良野大会について述べる．

　

主催は国際スキー連盟ワールドカップ委員会， 主管は国際スキー連盟，（財） 全日本スキー連盟，

（財）北海道スキー連盟， 富良野スキー連盟， 後援は北海道， 富良野市であり，１９８８年９月１日全

日本スキー連盟から富良野スキー場開催決定の通知を受け，９月２１日第３回定例富良野市議会で開

催地として決定した旨の行政報告，１１月１日全日本スキー連盟から開催地後援依頼の通知を受けて

実施に至っている．
’８９ワールドカップ・スキー大会は， 男子が２７レース， 女子が２５レースで， １１

月下旬オーストリアで始まり， スイス， イタリア， フランス， 西ドイツ等を転戦し， ２月にアメリ

カ， カナダへ渡り， 最終戦で日本にくるという北半球の冬を駆け巡る一大サーキットである．

　

富良野大会の競技日程は， ３月３日に男子大回転， 女子回転， ４日に女子大回転， ５日に男子回

転の男女同時開催で， 参加国は， 日本を含めて１７か国で， 男子８１人， 女子６５人， 計１４６人であ

る． そのうち日本選手は， 男子７人， 女子４人， 計１１人が参加した．

　

大会実行委員会は， 競技部と運営部が設置され， 競技部は， コース， 旗門， 計時， 掲示板， 会場，
用具， 庶務・渉外通訳の７部門， 運営部は， 総務・接待， 経理，

－報道， 宣伝， 宿泊ｏ式典ｏ選手村，

輸送， 調達， 車輔， 渉外， 会場・施設の１０部門に細分化されている．

　

富良野市実行委員会は， 事務局を市役所内に置き， 総務部， 渉外宣伝部， 歓迎宿泊部， 観客接待

部， 交通部， 衛生部， 施設部， 会計部のほか支援隊として陸上自衛隊上富良野駐屯地第４特科群が

ある． 業務内容について， 総務部は， 実行委員会， 常任委員会， 規定の改廃， 関係機関並びに各種

団体との連絡調整， 各種記念品， 記章の作成配付， 自衛隊の支援要請及び連絡調整， その他総務に

関すること， 渉外宣伝部は， 来賓招待状の発送， 招待者の宿舎， 配車計画並びに接待， 外国選手の

レセプション， 大会の宣伝， 広報活動， その他渉外， 宣伝に関すること， 歓迎宿泊部は， 大会の歓

５２
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迎，市民の協力運動推進，入込客の事前調査及び対策，宿泊計画と宿泊施設の確保，宿泊案内，記
念品の販売， 市民と選手の交歓パーティー， その他歓迎宿泊に関すること， 観客接待部は， 選手，
役員の接待， 観客の誘導及び案内， その他観客接待に関すること， 交通部は， 交通に関する総合計

画， 交通規制と， 交通標識， 案内板， 交通の整理及び誘導， その他交通に関すること， 衛生部は，
環境衛生及び食品衛生， 選手，役員等の救護及び保健医療， その他衛生救護に関すること，施設部

は，大会関連施設整備の協力，大会関連道路の除雪整備， 一般駐車場の設置及び除雪整備，その他
施設に関すること， 会計部は， 予算及び決算， 物品購入に伴う契約事務及び検収， 支出命令に関す

ること， 支援隊は， 競技会場の整備援助， 競技実施に必要な通信網の構成及び管理， 音楽演奏に関

することである．

　

受入側の最大の課題は， 運営のスムーズ化と観客動員である． 競技運営は， 綿密な打合せのもと

で遂行されるが， 最大の難問は競技コースの整備であり， 陸上自衛隊上富良野駐屯地支援隊の活躍

があげられる。 地支援隊の動員は， ２月２０日の団結式から大会終了迄の１５日間で延べ２，０００人を

越えている． 大会期間中の３月３日夜から４日未明にかけては， 降雪があり， コースにはポールが

立っているため雪上車の使用が不可能で， スノーダンプによる排雪， 圧雪はつぼ足とスキーによる

人海戦術， ４日は， 降雨により急拠速成のビニールをかぶりコース整備を行うなどの努力が実り，
選手， 役員から絶賛されるほど競技はスムーズに運営された．

　

観客の動向は，
’７７大会は２８，０００人，

’７９大会は１９，０００人と低迷，
’８６大会は３７，０００人を記録し

たが，
’８９大会は， ３日が１１，０００人， ４日は悪天候の影響で３，４００人と１日の入場者数として過去

最低であったが，５日は天候が回復し２１，５００人が入場，延べ実数は３５，９００人で，動員目標の３５，０００

人を達成している．

　

その背景として， 宣伝の拡大と会場までの利便性がある． 観戦ツアー企画依頼については， 道内

主要エージェントに対し，企画書の送付を２１２店，ポスターｏパンフレットの送付を１２０店，ツアー企

画エージェント訪問を札幌方面１５店，帯広方面１１店，旭川方面７店， 苫小牧方面８店， 上川管内ス

キー愛好会ツアー依頼を５０か所， 旅館組合観戦ツアーの周知を３３か所行いし， 一般客いっいては，
入場券（大人１日１，０００円， 小ｏ中学生１日５００円）を富良野市内２４か所， 市外１０か所に販売依頼

し， 歓迎ステッカーは，２，０００枚印刷して市内官公庁， 商店， 事業所へ配付し， 宣伝を行っている．

　

大会を盛り上げる手段として， のぼり， 大型懸垂幕， 参加国旗の掲揚により歓迎ムードを演出し

た． 特に宣伝では， 大会期間中に一般スキーヤーは滑れないと誤解されてきたことから， 競技観戦

とスキーを同時に楽しめるツアー企画を道内旅行会社に依頼したほか， １月末から大会前日まで宮

伝カー２台を使用して， 全道３６市町村，延べ距離数２万Ｋｍを巡回している． ＮＴＴ富良野報局で

は， テレホンサービスによる情報提供を行い， 大会前日までは， 大会プロフィール， 競技日程， 観

戦の見どころ， 会場や交通案内， 大会当日は， それにレース結果が加わっている． また， 各国選手

と市民の交流を深め， 併せて選手の緊張緩和のために実行委員会主催による市民と選手の交歓パー

ティーが３月１日に開催された． 選手村である新富良野プリンスホテルの会場に市民４，０００人， 選

手， コーチ２００人， 計６００人が参集している．

　

パーティー開催は，１９７９年，１９８３年の大会以来３度目で， 過去２回は最終日のサヨナラパーティ
ー方式であったが，

’８９大会は，競技前の開催で歓迎の雰囲気上昇が図られている． 収支決算は， 表

９の通りである． 大会期間中は， ゴールエリア付近に記念品， 飲物， 軽食等を販売する臨時店舗が

出店したが， ペットマークに人気がある。 ペットマークが考案されたのは，
’８５富良野大会（男子滑

降， 男子スーパー大回転） の時で， ワールドカップの滑降レースが日本で初めて開催されることを

記念して， 富良野の市鳥クマゲラを擬人化したもので， キャラクターデザイナー沼田望氏のデザイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

５３
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地域経済振興発展の戦略（３）

ンである． ペットマークの愛称は， 富良野市内の小ｏ中学生から公募され 「Ｍｒ‐Ｆｕ（ミスター・フ
ー）」 に決定している． ミスターは男子の滑降， フーは富良野を示し， Ｆｕの上についている山形の

記号は，山のイメージである．応募総数１，０１５点の中から．当時富良野小学校６年生の清水真由美さ

んの作品が選出された．
’８６富良野大会 （女子滑降， 女子スーパー大回転） では， ミセス。マドマア

ゼルとしている． 以来， これらは， ステッカー， ポスターを初め， Ｔシャツ， ワッペン， バッジ，
キーホルダー， ふらのワイ ン， 缶コーヒー， 缶ビール， ウィスキー， テレホンカードなどの大会記

念品に使用されている．

　

このようにして， 富良野スキー場は世界的なすき一場に発展したが， その入口には， ワールドカ

ップの記念塔で，商業デザイナー，土門敏夫氏の製作てある．
「地球の存在する宇宙の中心に太陽が

輝くように， わが日本国に残された希望の大地北海道も亦， その中心にへそのまちと称する富良野
が光っている． そして世界のスキートップレーサー達の熱い想いの中に輝き続けるだろ
う …

　

ｏ

　

ｏ．（後略）」 このようなテーマをかがげた北の峰記念塔は， 中心標と共に新しいシンボ
ルになっている．

　

富良野市環境協会は， スキー客誘致のために毎年キャラバンを派遣している． 道内市町村役場や
ｊＲ駅， スポーツ店等を巡回し， ＰＲ映画の上映会やポスター， パンフレットの配布によりスキー
場への来場を呼びかけている．

　

交通では， 千歳空港～札幌～富良野間， 札幌～富良野間を約２時間で結ぶ豪華な展望車付きノン
ストップリ ゾート特急， フラノエクスプレス号がシーズン中毎日連行する． フラノエクスプレスは，
全体的にハイデッカースタイル （高床式） で車体の色は白を基調にピンクとブルーのラインで統一

されたスマートな列車で， 全席回転式リクライニングシートで窓が天井まであり， 開放的でクリア
な室内空間を持っているのが特徴である． ４輔編成の定員１４０人で， ＪＲ北海道が国土計画との提
携により運行するもので， ＩＲ北海道車鋼， 国土計画車繭がある． 札幌からの日帰りスキーが可能
なことから，１９８８年３万人，１９８９年５万１千人の利用があり，富良野の観光振興に大きな役割が期
待される． また， 市では市民ぐるみで根室本線， 富良野線の利用推進運動を展開しているが， エク
スプレス号の運行は， 将来に， 明るい希望を持たらすものである．

４． イベントの意義と課題

　

経済効果を達成できるイベントを展開するには， 集客力， 内容の特異性， 計画性のある資金調達，
既存施設の有効利用， 経続生などの諸条件があるが， その底辺として地域住民の理解と参加があげ
られる． 前述したイベントは， 富良野の三大イベントと言っても過言ではないが， いづれも各階層
の市民が参加したことに意義がある．

　

富良野市は， 純農村都市からリゾート都市へと発展する中で， 行政主導から民間主導への移行に
より市民体験に基づいた将来のまちづくりの方向性を探ることが要求される． そのモデルケースと
して， ふらの１００年委員会主催の「走れ夢大陸，フラノエクスプレス市民ツアー」がある． この市民
ツアーイベントは， 年齢や職種の違いを乗り越えて参加した市民と共に将来のまちづくりを考え実
戦，底力のある郷土ふらのづくりに役立てようとして企画されたもので，２日間の日程で１６０名程度
が参加している． ツアー先は，１９８７年札幌・大沼公園，１９８８年釧路市，１９８９年 ・樽市で， 例えば， 釧
路市は丹鶴の生息地である釧路湿原を国定公園に指定し自然保護に取り組む一方，観光漁港ショッ
ピングセンター構想とも言える釧路フッシャーマンズワーフ開発のまちづくりに着手， 小樽市は北
海道の開拓を物語る歴史的， 文化的遺産をまちづくりに生かし， 一方ではまちををリフレッシュし，
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活気と潤いのあるまちづくりを目指しシェイプアップマイタウン計画に着手しているなど学ぶべき

ところがかる都市を選定している． こうした都市の施設見学会の他に， まちづくり車内セミナーと

して講演， 討論会の解説， 富良野市の物産と観光ＰＲイベントの実施， 市民交流会の開催などすべ

て市民レベルで取組， その活動を通してまちづくり意識の高揚を図る地域活性化に直結したイベン

トである． まちつくりの理解を深め， 他都市との交流の活発化や根室本線の乗車運動に役立つイベ

ントとして注目すべきところがある．

　

富良野圏域では， 上富良野町のかみふらのラベンダー祭り， 十勝岳温泉紅葉まつり， 上富良野ま

つり， 中富良野町のなかふらのラベンダー観光まつり， 南富良野町のかなやま湖々水まつり， カヌ

ーフ≠スタｉｎかなやま湖，占冠村の占冠ふるさと祭り，紅葉まつりなど特色あるイベントが開催さ

れており， 各々観光事業に貢献しているが， 圏域の連動的開催をしていない現状下にあり， こんご

圏域的なイベントの確立と推進を行うことにより， 観光客の入込みの増加が期待できると思われる．

註

（１）富良野市郷土研究会『へそ文化考』１９８８年ｐ．７，ｐ．２１～２５

亀畑義彦（本学教授・旭川分校）

　

中根正彦（富良野市ぶどう果樹研究所次長）
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